
OZ3-W08DS

P. 2 ～ 4
P. 5

P. 6 ～ 10
P. 11 ～ 12

P. 13
P. 14
P. 15

約4100lm(ルーメン)
最大10mg/hオゾン発生量

専用取付アダプタ×1、リモコン×1、リモコン用単3形乾電池(お試し用)×2
リモコンケース×1、リモコンケース用ネジ×2

約2.0kg(専用取付アダプタ含む)

J9C40501A

OZ3-W08DSオゾン発生器搭載シーリングライト

オゾン発生器搭載シーリングライト～8畳用

約38 W(照明のみ100%点灯時)
約1 W(常夜灯点灯時)
約2.6 W(オゾン発生時)

OZ3-W08DS

100

4 5 5 0 4 5 4 2 6 2 2 7 2



換気のできない場所で使用しない。
密閉された空間ではオゾン濃度が上昇し、気分が悪くなる
恐れがあります。
換気手段(窓・扉・換気設備)がある場所でご使用ください。

製品が結露する湿気の多い環境、ほこりの多いところ、油煙
や湯気が当たるところで使用しない。
オゾンの発生が正常におこなわれない場合があります。
火災・感電の原因となります。

専用取り付けアダプタは本製品専用のため、他製品に使用しない。
火災、感電の原因となります。

オゾン発生機能を使用する際は下記の内容を守って使用する。
・乳幼児や小さいお子様の手の届く場所では使用しないでく
　ださい。
・ペット等がいる環境ではペット等の様子に注意を払って使
　用してください。
・天然ゴムやさびやすい金属等はオゾンに触れると劣化しや
　すいので、ご注意ください。
・オゾン濃度によっては、においが気になる場合があります。
　においが気になる場合や、ご利用中に体調の変化を感じら
　れた場合は使用を中止し、換気等をおこなってください。
・ご利用中に体調の変化、身体の異常を感じたときは直ぐに
　使用を中止し医師に相談してください。
・既往症の有る方は、使用に際し医師の相談を受けてください。
・オゾン吹き出し口からの空気を直接吸い込まないでください。 
・人やペットや電気製品、貴金属、宝石に直接吹き付けない
　でください。
・オゾン吹き出し口から30cm以上離れて使用してください。
・オゾン吹き出し口に異物や指を入れないでください。
・オゾン吹き出し口を覆わないでください。
・オゾン発生器のお手入れの際は、必ず電源を切りおこなって
　ください。

適用空間より狭い空間では使用しない。
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落下防止用のバックルを確実に取り付ける。
落下してけがの原因になります。

付属のリモコンは本製品専用のため他製品に使用しない。
故障や誤作動の原因になります。
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●廃棄の際は､地方自治体の条例または規則に従ってください。

オゾンの人体への影響

※日本オゾン協会 オゾンハンドブックを参考

※本製品のオゾン濃度は、適用面積でご使用頂いた場合、0.05ppm以
下になるように設計されています。
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送信部

液晶表示部

消灯ボタン

調光ボタン

常夜灯ボタン

リモコン用
単3形乾電池
(お試し用)

リモコン用単3形乾電池

ボタン操作時に点灯します。

全灯ボタン
(常夜灯を除く)

調色ボタン
点灯ボタン

おやすみタイマーボタン

オゾンONボタン
オゾンOFFボタン

2ピン接続コネクタ

カバー(表面)

オゾン発生表示灯(青色) オゾン発生器カバー
オゾン吹き出し口

カバー(裏面)

落下防止用メスバックル 3ピン接続ソケット

リモコン受光部

3ピン接続コネクタ落下防止用オスバックル

2ピン接続ソケット

取付アダプタ

はずし
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・換気のできない場所では、絶対に使用しないでください。
・適用面積より狭い空間では使用しないでください。
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2ピン接続コネクタ

2ピン接続コネクタ

リモコン受光部

2ピン接続ソケット
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7. 本体の3ピン接続コネクタをカバーの
3ピン接続ソケットに取り付ける
・ カチッと音がするまで確実に取り付けます。
・ 取り付けてから一度軽く引っ張って、ロックがかかっ
ていることを確認してください。

6. 本体落下防止用オスバックルをカバーの
落下防止用メスバックルに取り付ける
・ カチッと音がするまで確実に取り付けます。
・ 取り付けてから一度軽く引っ張って、ロックがかかっ
ていることを確認してください。

本体側

落下防止用オスバックル

取り付けが不十分ですと、落下してけがの
原因になります。

ロックレバー
落下防止用メスバックル

カバー側

8.

2ピン接続コネクタ

2ピン接続

2ピン接続ソケット

2ピン接続コネクタ
ソケット

3ピン接続コネクタ(本体側)

3ピン接続ソケット(カバー側)
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単3形乾電池
9.

10.

電池ぶたボタンを押して電池ぶたを開きます。

上側の爪を引っ掛けて下側をかぶせるよう
にして電池ぶたを閉めます。
カチッと音がするまで押し込んでください。

P4

リモコンの時計を設定する
1. お休みタイマーボタンを長押し
液晶上の時計表示　○○時が点滅します。

※ 時計は24時間表示です。

2. 調光+ボタンで　○○時が進む
調光－ボタンで　○○時が戻る
長押しで進む/戻るが加速します。

3. 点灯ボタンで決定
○○分が点滅します。

4. 調光+ボタンで　○○分が進む
調光－ボタンで　○○分が戻る
長押しで進む/戻るが加速します。

5. 点灯ボタンで決定

リモコン用
単3形乾電池
(お試し用)電池ぶたボタン

電池ぶたを開く

電池ぶたを閉める

引っ掛け爪

調光+ボタン

点灯ボタン

お休みタイマー
ボタン

調光－ボタン

リモコンの時計がずれてきた場合は、以下の手順で
現在時刻を合わせてください。
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11.

12.

1. 本体にリモコンを向けて、おやすみタイマーボタ
ンと常夜灯ボタンを同時に5秒以上長押しする 

常夜灯ボタンお休みタイマーボタン
(長押し)

設定したチャンネ
ルが表示されます
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P9

(2ピン接続コネクタと
2ピン接続ソケット)

各調光ボタンを押すと、調光します。（図1を参照）

（図1を参照）

（図2を参照）

チャンネル切替（P10の11参照）

電源(壁スイッチなど)が入の状態で、リモコンの消灯
ボタンを押すと照明が消えます。照明が消えても待
機電力がかかった状態になるため、長時間電源を入
れない場合は、電源(壁スイッチなど)を切にしてくだ
さい。

点灯時、おやすみタイマーボタンを1回押すと、30分
後に自動で消灯します。2回押すと、60分後に自動で
消灯します。タイマーを解除するときは、もう1度押し
てください。

調光・調色で操作した最後の状態で点灯します。
　・壁スイッチメモリー
　　　壁スイッチ入・切する場合、壁スイッチで切る前
　　　の最後の状態で点灯します。
　・リモコンメモリー
　　　点灯ボタンを押すと、前回点灯していた調光・
　　　調色で点灯します。
　※常夜灯はメモリー点灯しません。

を目視で確認する。

する。

メモリー機能

電源(壁スイッチなど)を入れる

送信部

液晶表示部

消灯ボタン

調光ボタン

常夜灯ボタン

ボタン操作時に点灯します。

全灯ボタン
(常夜灯を除く)

調色ボタン

点灯ボタン
おやすみタイマーボタン

オゾンONボタン

オゾンOFFボタン

P10の11

押すたびに、

調光ボタンを押すたびに、

それ以上、調光・調色できない時には「ピピッ」と音がします。

液晶表示部

おやすみタイマーボ
タンを押した回数に
対応した時間が表示
されます。
※30分の場合は30
分後、60分の場合は
60分後に液晶表示が
消えます。
設定されているチャン
ネルが表示されます。

調光・調色ボタンを押
す毎に表示が変化し
ます。
※ボタンを離すと10
秒後に液晶表示が消
えます。

リモコンによる操作と無関係に壁スイッチなどで電源を切る
と、本体とリモコンの設定が異なってくることがあります。
その場合は、本体にリモコンを向けて、設定を変更したり、操
作したいボタンを押すと、液晶表示部に表示されている内容
が本体に送信され同じ設定になります。

リモコンの液晶画面と本体の同期について
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オゾンOFFボタン

オゾンONボタン

オゾン発生機能
1. オゾンONボタンを押す
オゾン発生を開始します。

2. オゾンOFFボタンを押す
オゾン発生を停止します。

液晶表示部

オゾンONボタンを押すと
ONが、オゾンOFFボタン
を押すとOFFが表示され
ます。
※ボタンを離すと10秒後
に液晶表示が消えます。

・オゾンOFFボタンを押さない場合でも、オゾン発
生後8時間で自動でオゾン発生を停止します。
・オゾン発生中は本体のオゾン発生表示灯(青色)が
点灯します。
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7.

6.

5.

3. 本体の3ピン接続コネクタとカバーの
3ピン接続ソケットをはずす
接続コネクタのロックレバーを押さえながら、接続コ
ネクタを引き抜きます。

4. 本体の落下防止用オスバックルとカバ
ーの落下防止用メスバックルをはずす
落下防止用メスバックルのロックレバーを押さえなが
ら、 落下防止用オスバックルを引き抜きます。

2ピン
2ピン

2ピン
2ピン

本体側

落下防止用オスバックル
ロックレバー
落下防止用メスバックル

カバー側

2ピン接続コネクタ 2ピン接続ソケット

2ピン接続コネクタ

3ピン接続コネクタ(本体側)

3ピン接続ソケット(カバー側)
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オゾン発生器のお手入れのしかた
1日1回(8時間)の使用に対し、3カ月に1回程度、下記の方法で
オゾン発生器の清掃をおこなってください。

・オゾン発生器に汚れが付くと、オゾンが発生しにくくなることが
あります。
オゾンのにおいがしない、または効果が感じられない場合はオゾ
ン発生器のお手入れをおこなってください。

①取りはずしのしかた(P13)1～4の手順で本体からカバーを取り
はずす。
②カバーを安定した台の上に置く。
③硬貨等でオゾン発生器カバーのロックを△の側に回して解除
する。
④オゾン発生器カバーを△と△が合う位置に回してはずす。 
⑤オゾン発生器を綿棒でやさしく拭く。 
⑥オゾン発生器カバーを△と△を合わせた位置で取り付けた後、
　△と〇が合う位置に回して固定する。 
⑦硬貨等でオゾン発生器カバーのロックを〇の側に回してロック
　する。 
⑧取り付けかた(P8) 6～8の手順で本体にカバーを取り付ける。

オゾン発生器はシンナー・ベンジンなど揮
発性のものや、みがき粉、洗剤、石けん水を
使用して拭かない

お手入れ時に オゾン発生器カバー以外は
取りはずさない

オゾン発生器を傷つけないよう注意する

石けん水は必ずふき取る

③

ロック状態 解除状態

⑦

④

⑤

⑥

オゾン発生器
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オゾン発生表示灯
が点灯しない

オゾン発生器カバーがはずされている オゾン発生器カバーを正しく取り付ける
本体の接続コネクタとカバーの3ピン接続ソケットが接続されて
いない

本体の接続コネクタとカバーの3ピン接続ソケット
を確実に接続する

オゾン発生表示灯が
点灯しているのにオ
ゾンが発生しない

オゾン発生器が汚れている オゾン発生器のお手入れのしかた(P14)に従って
お手入れをおこなう(1日1回(8時間)の使用に対し、
3ヵ月に1回のお手入れを推奨しております)

5秒ごとに勝手に
動作が切り替わる

店頭用デモモードになっている 全灯ボタンと常夜灯ボタンを同時に5秒以上長押
ししてデモモードを解除する
(再度同じ操作をすると、デモモードになります)
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